




















行によって本格化しJISの制定は逐年増加の一途をたど

り昭和45年 11月 末現在 7,022件に達した。

これら製品規格のうち製造流通使用などの実情を調査

し必要に応じ諸手続きを終えて主務大臣が辞1日 を指定し

いわゆる①マークを表示する
。
指定商品"と なる。

自社製品に①マークを表示したい事業所は主務大臣の

許可を得なければならない。許可を受ける手続きは先づ

主務大臣あてに表示許可申請書を提出する。

主務大臣はそれぞれ提出された申請書に基づき工場審

査がおこなわれ審査項目の条件が満された工場のみが許

可され JIS表示許可工場になる。

その数は昭和45年 11月 末現在,主務大臣として通商産

業大臣が品日指定した1)の 1,016件表示許可工場として

は10,412工場に及んでいる。 (数字は工業技術院材料規

格課調)

従って JIS表示許可申請のできる工場は先づ自社製造

の製品が JISに規定されている品質以上であることさら

に社内の管理体制がつぎに述べるとおりなされているこ

とが必要である。

3.JIS表示許可申請書の提出と時期

製造業者は規定の様式に従って書類を作成し管轄の通

商産業局総務部技術振興課に 1件につき正本 1通および

副本 3通に印紙 2万円を添えて提出する。

申請書に添付する書類には過去 6箇月の生産実績と品

質管理図 (ヒ ストグラム)が必要である。

申請の時期は工場の幹部も従業員も標準化と品質管理

の理念や考え方をよくはあくして社内規格を整備しかつ

JISで決められた抜取検査の方法によって抜取われた試

験体の試験結果が JISに も社内規格にも合格する管理体

制になった時が望ましい。

4.工 場 審 査

前述のとおり申請書の提出を受けた主務大臣は標準化

法第19条の2項によってその工場の技術的生産条件を審

査しなければならない。

工場審査の方法には合同審査と局審査の二種類がル)

る。合同審査は工業技術院 (当該品目の担当課)本省

(生産担当課)学識経験者および地方通商産業局技術振

興課本省出先機関 (例地方通商産業局生産担当課)に よ

って審査されるもので数年前はこの方法のみであったが

現在のところ合同審査は新規に品目指定されたとき,あ

るいは特別なときだけにおこなわれている。従って現在

はもっばら地方通商産業局単独で審査がおこなわれてい

る。

5.工場審査の内容

工場審査時における審査事項には総括的事項と個別的

事項とに分けられる。

総括的事項は審査官が工場の実態を総括的に審査する

もので個別的事項は,製造設備 。検査設備・検査方法・

品質管理方法その他品質保持11必要な技術的生産管理条

件の審査で工場審査に当っては個別的事項が審査の重要

ポイントである。

審査は書類審査と現場審査に分けておこなわれ大体 1

日で終了する。

6.工場審査に立会っての所感

審査官側にも受審側にもそれぞれの立場がある。

受審工場は審査官の属する通商産業局の管轄下にある

ので指導管理の意味 1)含み懇切丁寧に審査をおこなう。

なにも悪い処ばかり指摘して困らせる意は毛頭ないと

いうことを充分にしんじゃくすべきである。

審査官には僅か 1日 でその工場の全般の内容をはあく

しJIS表示許可工場として適格かどうかを判定する重大

な責任がある。こういう立場にある審査官に対して受審

側は一般に固くなる傾向がある。

受審工場としては経営幹部の人も従業員1)一九となっ

て生産に熱意と活気があふれしかも工場がよく整理整頓

されていることは当然必要であるが単にそれだけで肝じ

んの書類審査と現場審査とそごするようなことがあって

はならない。

これは最も注意すべき点で基準どおり現場でおこなわ

れていない場合社内で教育指導の不徹底を暴露すること

になる。この場合よく弁解がましい理〈つを述べてその

場をとりつくろうとする向もあるが決して審査官の印象

をよくすることにはならない。

社内の標準 |ヒについてはいろいろな角度からしばしば

説明されているが要 |よ「決めろJ「守る」の二言に尽き
る。

すなわち社内において基準表なり規格値なりをそれぞ

れの許容差をもって工場の製造方針として決めそれを現

場の従業員に教育指導してそのとおり絶対守るというこ

とである。

これが工場審査の根幹であるといっても過言ではな

tヽ。

以上 JIS工場になるための概略を述べたが当(財)建材

試験センターにおいて|よ試験業務の外技術相談もおこな

っているので JIS表示制度に関する詳細については気軽

ろにお問い合せ下さい。

((財)建材試験センター 小松幸雄)
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